研修出張様式４


研修報告書

	所　　属　　南山苑　　　　職　種　　理学療法士　　氏　名　庭田　円

	期　　間　　平成２２年３月６日　

	出張目的　青森県老人保健施設協会　　リハビリ分科会出席 

	出 張 先　十和田富士屋ホテル

	研修に関する考察（プログラム毎に）　　　　　　　研修要旨（プログラム毎に）


【考察】　

上北三八地区の老人保健施設で働くOT・PT20名が集まり、最近の老健施設・デイケアの悩みや問題・各施設での取り組み状況等を昼食をとりながら気楽な雰囲気で意見交換しました。最も感じ入ったのが、どこの施設も同じような不安・悩みを抱えているということです。日々時間に終われ、業務をこなしながらもよりよいリハビリテーションやサービスは何なのかを考えながら、悪戦苦闘している様子が伝わってきました。普段苑内ではなかなか同じ視点・同じ意識や知識で話が出来ず、相談相手がいないと感じることも多いのですが、同職種が集まるととても頼もしく、たくさんの助言を頂くことができました。

私より若い方々がほとんどでしたが、とてもよい刺激となり、まだまだ勉強しなくては、と思わせててもらいました。また八戸市内の方とも交流が図れ、今後の交流を深める約束もでき、意義のある研修となったと思います。

　

【内容】

　認知症リハビリテーションと身体機能向上のリハビリテーションを分ける判断基準について他施設の状況がどうなのか質問してみました。我が施設では判断基準が曖昧で感覚的なものに頼っているのが現状です。

　認知症リハビリを行なっているところは他の施設ではありませんでした。そのためにはっきりとした答えはもらえませんでしたが、どこも認知症への配慮を含めた訓練を実施しているようでした。実際に認知症の診断がもらいにくいことも、その背景にあるようです。

【考察】

　認知症リハビリテーションの効果が実証されているものの、実際の現場では普及は十分ではないこがわかりました。南山苑ではOTが実施しているので、効果的に行なえれば他施設との違いを示していけるのではないかと思いました。

【内容】

　ショートステイ中の利用者のリハビリは必須か？

　

　機能強化加算をとっていなければ行う必要はないとのことで、今までの判断で間違いないことを確認できた。

【考察】

　ショートステイの利用理由によって考えている、とのことでした。リハビリ目的であれば対応しなければならないが、多くが介護者の休養や用事であるため、必要性がなければ実施しなくてよいと理解した。今後、リハビリ目的の利用者が出てきたときは加算の検討も含め、対応していかなければならないと考えている。

【内容】

　今年度4月から始まった介護保険改訂について

　リハビリテーションマネージメント加算が包括となり、新たに訓練基準が明確になったものの、入所者100名に対し、OT・PTが一人という施設基準が見直されなかったことに強い不満の声が聞かれました。私達も矛盾を感じ戸惑ったことであり、今後適切なリハビリテーション提供のためにも、相応の基準を示してもらえるように働きかけが必要、との意見で一致しました。

【考察】

　介護保険・老人保健施設やデイケアにおいてのリハビリテーションの必要性、その効果などが広く世間一般にも理解できるような活動を積極的に行なっていく必要性を感じました。私達OT・PTの職種が必要だと思ってもらえることで、更なるリハビリテーションの発展に繋がると思います。現在の制度の中では限界があると感じていますが、その中でも最大限の効果が発揮できるように日々、精進していきたいと思います。
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